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生食用サラダ葉ニンニク（仮称）の我国導入に関する研究

は じ め に

古代より中央アジアを中心に行われていたニン

ニク栽培は，現在では，世界中に広まっている。

現在世界のニンニクの生産高は1999年に約900万

トンである。日本では戦後に野菜として定着した。

にんにくに含まれる成分の特徴は、アミノ酸の一

種のアルギニンが多く含まれていることや、ニン

ニクに含まれる成分アリインは、においがしない

が、きざんだり、すりおろしたりすると組織がこ

われ、にんにく内のアリナーゼ（アリイナーゼと

もいう）という酵素の働きによって、強いにおい

を発生させるアリシンなどの含まれていることで

ある。近年の食の多様化によってニンニクは「ニ

ンニクの芽」とよばれる花茎や西日本や関東の一

部ではなじみの深い「葉ニンニク」も近年消費が

増加している。葉ニンニクはマイルド感と甘みが

特徴で，炒め物や煮物（すき焼きの具）や「ニン

ニクのぬた」などに使用され用途も広い。

島　崎　一　彦

（高知大学農学部准教授）

本研究ではアジアの暖地を中心に古くから栽培

あれている葉ニンニクのうち，日本では知られて

いない中華民国（台湾）の宜蘭県などで生産され

ている「におい」の少ない生食用葉ニンニクの品

種群を中心に導入品種の休眠性や日本人の志向に

あった品種の選抜などの品種特性調査を行い，生

産の普及の可能性について検討した。

1.　ニンニクの系統の収集

台湾の宜蘭県を中心に台中および台南県，この

他韓国，タイ，ベトナム，ラオスなどの系統も収

集した。また，国内は高知県，鹿児島県，佐賀県，

鹿児島県（奄美大島）などの暖地を中心に，千葉

県や青森県の系統も収集した。これらのうち台湾

国内で収集した系統は表１に，日本国内で収集し

た系統は表２に示した。台湾宜蘭地区の葉ニンニ

クの栽培状況（図１）と台中農業試験場での葉ニ

ンニク栽培試験及び保存系統の写真を図２に示し

た。

表１　台湾国内で収集したニンニクの系統（系統名が明らかなもの）

栽　培　地

宜蘭軟骨白蒜十二号

花蒜（軟骨）

宜蘭軟骨白蒜六号

福宝

福宝二号

花蒜（彰化県芳苑鎮）

学甲花蒜

西港浦蒜

宜蘭白蒜硬骨

黒葉仔硬骨

雲林県西螺鎮

雲林県西螺鎮

雲林県西螺鎮

宜蘭県三星郷

宜蘭県三星郷

台中農業試験場

台南県学甲鎮

台南県農政局

雲林県

雲林県西螺鎮

葉用

葉・茎用

葉用

葉用

葉用

茎用

茎用

球根用

球根用

球根用

系　統　名 用　　途




